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本における SIRT1 の発現を調べ，その臨床的意義について検討することとした． 
 
【方法】 
	 神奈川県立がんセンター病院頭頸部外科にて治療が行われた頭頸部扁平上皮癌 437 症例
を対象とした．臨床病理学的検討を行うためにホルマリン固定パラフィン包埋切片から組
織マイクロアレイ標本を作製し，SIRT1 の免疫染色を行い臨床病理学的因子と比較検討し
た．加えて，同検体で p53, H3K9Ac, H4K16Ac の免疫組織染色も施行し，両者の相関を評
価した． 
【結果】 
	 内訳は，男女比 356 :81，平均年齢 63.7 ± 11.0 才，咽頭 101 例，喉頭 143 例, 口腔 193
例であった．組織型は，高分化型 184 例，中分化型 162 例，低分化型 90 例であった．病
理学的病期は，stage I が 68 例，stage II が 114 例，stage III が 55 例，stage IV が 200 
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の免疫組織化学． F. H4K16Ac の免疫組織化学．（Noguchi et al. 2013 より引用） 
 図２. A. 全症例における SIRT1 と予後との関係．B. 手術単独群．C. 手術に加え，補助化
学療法が施行された群．D. 放射線化学療法群．E. ステージ I+II のみ． F. 全症例におけ
る SIRT1 細胞質陽性と予後との関係．（Noguchi et al. 2013 より引用） 
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